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要要約約  

言語学者 Bernard Bloch は戦時中のアメリカで日本語研究を行い、アメリカの軍人が口語を習得するための日本

語教科書 Spoken Japanese を 1945 年に著した。この教科書は日本語がローマ字で表記され、全ての語、例文に

アクセントが付けられていた。この時代、日本国内では国語学者によって口語のアクセント研究が徐々に始まり

つつあったものの、日本語教育という観点からアクセントの説明を行おうと試みた業績はほとんど見当たらない。

本稿では Bloch が日本語アクセントをどのように日本語学習者に向けて説明したか詳しく考察する。 

 

Linguist Bernard Bloch conducted research on the Japanese language in the United States during the Pacific War 

and published Spoken Japanese (1945), a Japanese language textbook for American military personnel to learn 

the spoken Japanese language. In this textbook, Japanese was written in Romaji, and accents were placed on all 

words and example sentences. During this period, although research on colloquial accents was gradually starting 

by Japanese linguists in Japan, few attempts had been made to explain accents from the perspective of Japanese 

language education. In this paper I evaluate in detail how Bloch explains the Japanese accent to beginner learners 

of Japanese.  

キーワード: Bernard Bloch, Spoken Japanese, 初級日本語学習者, アクセント教育, 日本語教育史 

 

1. はじめに	

  言語学者 Bernard Bloch は戦時中のアメリカで日本語研究を行い、アメリカの軍人が口語を習得するための日

本語教科書 Spoken Japanese（以下、SJ と略記）を 1945 年に著した。アメリカ構造言語学を代表する言語学者

の一人であり、また音声学者であった Bloch だが、日本語のアクセント研究には随分と苦戦を強いられたことは

池田（2023）で述べたとおりである。しかしアクセント研究の初期には苦戦した Bloch であったが 1、SJ の中で

は日本語学習者に向けて見事にアクセントを説明している。また SJ で取り上げられている語、例文には全てア

クセントが付けられている。SJ 以前の日本語教科書でアクセントに言及が見られるものは、Yamagiwa（1942）
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をÙいては、ほとんど見当たらない。7の�|において SJ はÜ�に­期±な教科書であったと言+よう。本稿

の²±は、Bloch が学習者に向けて行ったアクセントの説明を詳しく考察し、日本語教育史における Bloch のア

クセント教育の�¼を明らかにすることにある。 

 

�. �� $6&'>�./)%��� !#"450< 

	
 日本国内では中eの&�«Ã� �'を始め、書/言Ãの文§を中�とした研究が国語学者によって行Pれて

/た。7のため�田�Û、£本Õyなどz¸たる国語学者の業績を見ても、アクセントの研究は見つからない。

Íし言Ãの研究は書/言Ãに¥べ随分と¸:Öれていた。上田Â年の$¢©語に�/て%が¯表されたのは

1
95 年のことだが、¢©語 �は書/言Ãから徐々にº一されてい/、Íし言Ãのº一までには�しの時Øが�Ç

だった。このあたりの事�について、´m�`�¨t×&~語°音アクセントÒo'には¤のような記述が見ら

れる。 

 

�2-1) 

 さて&書/言Ã'がこれほどまでにº一されて來たにも拘らず、一方&Íし言Ã'の方はどうであるか。一た

びこれを°音した場合には、或いは上方訛り、或いは東北訛り、或いは九州訛りといふやうに、地方人は各自思

ひ思ひの°音をして、少しも纏まりがないという實狀である。°音の相違といふのは、おもに音韻の相違と、ア

クセントの相違とである。（中略）音韻の誤りは從來矯正策も講ぜられてゐるけれども、アクセントの問題に至

つては、今まで殆ど放任されて來たかの觀がある。 

�´m`�¨, 1937, p. 
) 

 

 国語学±観点からのアクセント研究としては佐久Ø鼎が先駆けて 1917 年に&国語のアクセント'を著してお

り、7の後も何本か論文を執筆している。7の後、´m�、服部四郎、金田一京助、有坂秀eなどが論考を¯表

しアクセント研究が盛んになっていった。  

また放送用語の観点からは三宅武郎がアクセント研究を行っている。塩田（2014, p. 252）は、三宅が$東京

のアクセントに関して 1924（�正 13）年から築地`日本£`京£の下町方言を中�に調査をおこなってカード

に採集した。カードの枚数は1930年（昭和 5）年の時点で4万 2,000枚に達したとのことである%、$1934（昭

和 9）年に¯足した日本放送協会の放送用語委員会には、当初から嘱託の用語調査係員として従事していた%と

述べている。塩田（2014, p. 251）によると$三宅はy沢¼則編（193
）&アクセント表示 新辞海'のアクセ

ント記述担当者であり、日本放送協会編（1943）&日本語アクセント辞o'の編纂主任で%あったという。三宅

はこの他、国民学校の国語の教科書の全文にアクセントを表示し、解説を付けた&~民學校アクセント解説'を

1943 年に著している。 

 またこの頃、東京外国語学校（現在の東京外国語�学）の音声学実験室では、tÃ勉によって電磁オシログラ

ムを使ったアクセント研究が行Pれていた。東京外国語�学のウェブサイトによると、tÃ勉はロンドン�学で

音声学者 Daniel Jones の授業を受講していたという。実験音声学上のアクセント研究の成果は Chiba（1935）に

見ることがで/る。 

 

�. �� $6&'>�./=,:に���� !#",:0< 

	
 SJ 以前の日本語教科書でアクセントに言及が見られるものはほとんど見当たらない。やはり文§や述語の活

用の説明を追求した教科書が多く、Íすことを²±として書かれていないことが原因であろう。これまで
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Baba�1
73)、Chamberlain�1


)、
a�s�mi�193�)、S�ski�1942)、	enderson�1943)、�agan�ma�1950)などを筆者

の研究の中で取り上げて/たが、いずれの教科書にもアクセントの説明は見られず、また語や例文にアクセント

が付されていない。ただ Yamagiwa�1942)だけは語にアクセントを付していて、��ord �one�というÖ²でアク

セントを説明している。以下、Yamagiwa の説明を«;する。Yamagiwa によると日本語のアクセントは@`中`

Üの 3�Ñの0/.があると言う。7して¸語が強rアクセントであるのにmして、日本語はÜ@アクセントで

あることを説明した後、アクセントのpI�³に»れている。 

 

�3-1) 

  
he normal ear ca�ches �hree well-de�ined degrees o� pi�ch �low, mid, and high- when words are 

prono�nced b� �hemsel�es. 
� is �his pi�ch accen� which �s�all� dis�ing�ishes a word �rom ano�her 

word �ha� is spelled similarl�. 
� �wo words o� �he same combina�ion o� consonan�s and �owels possess 

iden�ical pi�ch pa��erns, �he� can be dis�ing�ished onl� in �erms o� �he con�e�� in which �he� appear 

or in �erms o� �he Chinese charac�ers �sed in wri�ing �hem. 

�Yamagiwa, 1942, p. 5) 

 

（~¾）語が7れ自BP�で¯音されると/、�Éの²では@、中、Üの 3�Ñの0/.を�+ることがで/る。

U�ように®られる語がIの語であるかどうかはアクセントによってNIされる。もしU�f音と�音の¬み合

P�の 2語がU�アクセントを有していたら、7の違いは文´または�字によってNIされる。 

­いていろいろなアクセント_を«;している。 

 

�3-2) 

a. 
he �ollowing words ha�e high pi�ch on �he �irs� s�llable and low on �he second and s�cceeding   

s�llables: �ma, �he presen�, now  

b. �os� in�erroga�i�e prono�ns ha�e high pi�ch on �he �irs� s�llable: D�re des� ka� �hich is i�� 

��ni des� ka� �ha� is i��  

  c. 
he �ollowing words ha�e low pi�ch on �he �irs� s�llable and high pi�ch on �he second and 

�ollowing s�llables: han�, �lower 

d. 
he �ollowing words ha�e low pi�ch on �he �irs� s�llable and medial pi�ch on �he second and 

s�cceeding s�llables. 
n �hese cases �here is no marking �or pi�ch. 
� is �o be ass�med �ha� �he �irs� 

s�llable is prono�nced a� low pi�ch. 
he pi�ch is raised on �he second and s�cceeding s�llables, b�� 

no� so m�ch as in c abo�e. �
he in�er�al be�ween low and medial pi�ch is some�imes indis�ing�ishable, 

in �ha� a low pi�ch �ends �o become accommoda�ed �o a higher pi�ch �ha� immedia�el� �ollows.): hana, 

nose  

�Yamagiwa, 1942, pp. 5-7) 

 

（~¾）a.以下の語は 1|²がÜく、2|²以Ðが@い。例ß今 

b.¡問¿の多くは 1|²がÜい。例ßどれですか、何ですか 

c.以下の語は 1|²が@く、2|²以ÐはÜい。例ß· 

d.以下の語は1|²が@く、2|²以Ðは中0/.である。この場合、アクセントマークを付けないが、�初の

|は@いとxiされる。2 |²以Ðは上がるが、c ほどは上がらない。時に@0/.と中0/.のØはNIがつ

かない。なぜなら@い0/.がす�後に­くÜい0/.に×vするG向があるからである。例ßÞ 
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ここまで�3-2)の a がÄ>qアクセント（ØÜ_）、c がÄ>qアクセント（尾Ü_）、d が平板qアクセント

である。Yamagiwa にはÄ>qアクセント（尾Ü_）$·%の方が平板qアクセント$Þ%より上がり方が�/

いと感�られたため、アクセントを 3�Ñに分けたようである。なお、ここではこれらをNIするために、後ろ

に助¿を付けてみるなどといった説明は見られない。Yamagiwa の説明は更に­く。�3-3)はアクセントの規則で

あり、�3-4)はÄ>qアクセント（中Ü_）の説明である。 

 

�3-3) 

  
� a word begins wi�h a s�llable a� low pi�ch, �he second is medial or high. 
� a word begins wi�h 

a s�llable a� high pi�ch, �he second and s�cceeding s�llables are low. 

�Yamagiwa, 1942, p. 7) 

 

（~¾）1 |²が@ければ、2 |²は中またはÜ0/.である。１|²がÜければ、2 |²以Ðは@0/.であ

る。 

 

�3-4) 

  
n �he �oregoing e�amples, �he pi�ch o� �he second s�llable, whe�her high or low, persis�s �hro�gho�� 

a pol�s�llabic word. 
n o�her cases, a high pi�ch on �he second and �ollowing s�llables is �ollowed 

b� a drop �o lower pi�ch a� a la�er s�llable.  

a. �ords in which a high second s�llable is �ollowed b� a drop on �he �hird s�llable: na��ne, 

m�s�ard seed 

b. �ords in which high second and �hird s�llables are �ollowed b� a drop on �he �o�r�h s�llable: 

o��k�noko, bo� child 

  c. �ords in which high second, �hird, and �o�r�h s�llables are �ollowed b� a drop on �he �i��h 

s�llable: kom�m�n��a, a no�el�� shop; a �anc� goods s�ore 

�Yamagiwa, 1942, pp. 7-
) 

 

（~¾）ここまでは 2 |²がÜいか@いかに関Pらず、2 |²のÜさが語の�後まで­く語であった。他に、Ü

い0/.の 2|²の後、Üさが下がって、@い0/.の|が­く場合もある。 

 a. 2|²がÜく、3|²が下がって@くなる語。例ß菜種 

 b. 2|²、3|²がÜく、4|²が下がって@くなる語。例ß男のf 

 c. 2|²、3|²、4|²がÜく、5|²が下がって@くなる語。例ß小Ø物屋 

 

 ¤に 1|語のアクセントについて、語自Bからアクセントを知覚することは難しいが、文中に現れるとアクセ

ントがPかり、2種類のアクセントがあることを指摘している。 

 

�3-5) 

  A monos�llabic word is prono�nced ei�her a� high pi�ch or a� low pi�ch. �hen s�ch words are prono�nced 

b� �hemsel�es, �he dis�inc�i�e pi�ch is di��ic�l� percei�e. B�� when s�ch words are heard in sen�ences 

�he con�ras�s a��orded b� �he adjacen� s�llables �ell �s wha� degree o� pi�ch has been �sed. 

  a. 
he �ollowing monos�llabic words are prono�nced a� high pi�ch: h�, �ire 
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  b. 
he �ollowing monos�llabic words are prono�nced a� low pi�ch: hi, s�n 

�Yamagiwa, 1942, p. 
) 

 

（~¾）1 |語もÜい0/.か@い0/.で¯音される。7れらの語はP�で¯音されると�l±な0/.を知

覚することは難しい。しかし文の中で½くと、Ùxする|がどのような0/.が使Pれているか、7のÜさの«

gを教+てくれる。 

  a. 以下の 1|語はÜい0/.で¯音される。例ß� 

  b. 以下の 1|語は@い0/.で¯音される。例ß日 

 

 �3-5)の a.はÄ>q尾Ü_で b.は平板qの語である。1 |語が文中で現れた場合の例として$日Þ�に�ける%

$�Þ�にwける%$zを付けるÞ菜を�ける%をuげている。 

Yamagiwa は�後に、会Íの中ではÜい0/.と@い0/.のeがV+たり�ったりすることがあることを指

摘しつつ、一語一語、アクセントの観点から学�ことが�Çだと述べている。以上が Yamagiwa（1942）の日本

語アクセントの記述である。筆者が調べたÖり、これが日本語教育の観点から見て、�初に学習者に向けて行P

れたアクセントの説明である。 

Â足として、Yamagiwa はこの後、アクセントとU� �ord 
one の説明の�¬みの中で、イント*ーシ1ンにつ

いても»れている。イント*ーシ1ンには下Ð、中¸、上�の 3+(ーンがあるとし、下Ðや上�は文の�後の

|の中だけで��るという、¸語とは違った日本語�有の�lを指摘している。7うした説明は�初日本語学習

者に�W有¡な�Uであり、¸語にも日本語にも³Éした Yamagiwa ならではの��/だと言+よう。 

 Bloch�1950, p.
�)は Yamagiwa�1942)をÉんだことを明記し、�Ïの研究でkに¸った著書としても Yamagiwa 

�1942)をuげている。しかし Bloch が7れをÉんだのは SJ執筆以前だったのかどうかはiかではない。 

 

�. 	
��
�� 	���� �./=*89に(��� !#",: 

 

 Bloch は SJ の各Êの 
ron�ncia�ion 
rac�ice で日本語の�音、f音7れ�れの¯音、アクセント、イント*

ーシ1ン、�音の�声Jまで多cに�る音声学±説明を学習者に向けて行った。¯ 5Êのアクセントの説明は、

以下のように|の説明から始まる。¸語Í者が感�た¸語と日本語の|感覚の違いが、�¨と�関Óを例+とし

て«;されていて�W¾|¨い。 

 

�4-1) 

  
he accen�ed s�llable o� a word or phrase is more prominen� �han �he s�llables aro�nd i�. 
n �nglish 

i� is �	�D�� �han �he res�; in Japanese i� is no lo�der, b�� is spoken in a 	
�	�� 


C	. 
n �nglish, 

�he di��erence in lo�dness be�ween accen�ed and �naccen�ed s�llables is considerable. 
he accen�ed 

s�llables s�and o�� like peaks; in �alking, we j�mp �rom peak �o peak, and sl�r o�er �he s�llables in 

be�ween. 
n Japanese, all s�llables are prono�nced wi�h abo�� e��al �orce. 
he� r�n along e�enl� and 

smoo�hl�, wi�h no peaks o� lo�dness and no sl�rring. 
he onl� �hing �ha� makes an accen�ed s�llable 

di��eren� �rom �he res� is �he sligh�l� higher pi�ch o� �he �oice. An �nglish sen�ence is like an 

ar�iller� barrage; a Japanese sen�ence is like machine-g�n �ire. 

�Bloch � Jorden, 1945, p. 123) 
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（~¾）語やLのアクセントのある|は、他の|よりØ¸っている。¸語ではアクセント|は他より強く½こ+

る。日本語のアクセント|は強くはなく、Üい0/.で¯音される。¸語ではアクセント|とアクセントのない

|とのØの強さの違いは明らかである。アクセント|はÜ点のように­Dしていて、Íす時にはÜ点からÜ点に

$0ン-して行/、7のØの|は5明¦に¯音される。日本語では全ての|はU�強さで¯音される。7れらは

S°かつ�らかに�れて行/、強さのÜ点や5明¦さはない。アクセント|が他の|と違うP一の点は、声が少

しÜい0/.であることだけである。¸語の文は�¨の¨|のようであり、日本語の文は�関Óのようである。 

 

 ­いて Bloch は日本語アクセントのÜい0/.と@い0/.を音調に例+ている。 

 

�4-2) 

	n �he a�erage, an accen�ed s�llable in Japanese is abo�� �wo m�sical �ones higher �han a �ollowing 

�naccen�ed s�llable. �
his is �he in�er�al be�ween �he �irs� �wo no�es o� �he song��ood �igh� 

�adies�.) 

�Bloch � Jorden, 1945, p. 123) 

 

（~¾）平Sして日本語では、アクセントのある音±は、£後のアクセントのない音±よりµ 2 音ÑÜい。（こ

れは ��ood �igh� �adies�の�g�d�と�nai��の×たりである。） 

 

 ��ood �igh� �adies�はアメリカの音�[ �dwin 
earce Chris��が>�した,!ーク'ングで、1
�7年に¯

表された。原�はトÕ調で、�初の 2 つの音®は$シ%と$'%である。Bloch にはÜい0/.が$シ%、@い

0/.が$'%と音調にして 3gのeに½こ+たようである。¸語Í者には日本語がこのように½こ+ているこ

とは�W有¡な�Uである。 

 ¤に Bloch は日本語を学習する上でアクセントを覚+ていくことがいかに�Eかを説いている。Bloch 以Ðの

日本語教育では、�i���ani�1977)をÙけば、�に初級においてはアクセント教育がÒÅされていないと言P�る

を得ない��にある。日本語学習者もまた、アクセントを 1 つ 1 つ4\に覚+ようとしていない。Bloch の教科

書は�字を使Pず、$�い%と$Kい%はアクセントによってのみNIされるので、より一bÍし言Ãを習得す

る上でのアクセントの�Eさを強調したのかもしれないが、Bloch のメ/セー$を現在の日本語教育に従事する

者として¥{に受け�めたい。 

 

�4-3) 


he presence or lack o� an accen�, and posi�ion o� �he accen� when �here is one, are j�s� as m�ch 

a par� o� �he word as �he �owels and consonan�s, and sho�ld be learned in �he same wa� �or e�er� word 

�o� mee�. �or ins�ance, i� is no� eno�gh �o know �ha� h�r� �spring� and na�� �s�mmer�ha�e di��eren� 

consonan�s. �nless �o� remember �ha� �he� are accen�ed di��eren�l�, �o� ha�e learned onl� a piece o� 

each word. 

  Some words in Japanese are dis�ing�ished �rom o�her words b� �he accen� alone: a��i means�ho��,b�� 

a��i, wi�h no accen�, means ��hick� �as a coa� or a book)�. S�ch pairs are no� �er� common, �o be 

s�re; b�� e�en i� �he presence or lack o� an accen� does no� ser�e �o dis�ing�ish one word �rom 

ano�her, i� is s�ill par� o� �he word. 

  A misplaced or omi��ed accen� will no� make �o�r speech as hard �o �ollow as a wrong �owel or 

consonan�. B�� i� �o� simpl� disregard accen�s- i� �o� lea�e �hem o�� where �he� belong, or p�� �hem 
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in where �he� don�� belong, or place �hem on �he wrong s�llables- �o�r hearer ma� ha�e some �ro�ble 

in �nders�anding �o� and will cer�ainl� be dis��rbed b� �he ��eerness o� �o�r speech. 

�Bloch � Jorden, 1945, pp. 123-124) 

 

（~¾）アクセントの有�、アクセントがある場合はアクセントの<¼は、�音やf音とU�ようにP語の一部

であり、新しい語にD会ったら、どの語にmしてもU�ように覚+ていかなければならない。例+ば�とXは

（�音はU�だが）f音が違う。しかしアクセントも違うことを覚+ないÖりは、語の一部を学んだにÑ�ない。

日本語にはアクセントだけが違う語がある。�いとKいはアクセントだけが なる。7うした/アは�して多く

はないが、アクセントの有�の違いが語をpIすることを覚+ておかなければならない。アクセントもまた語の

一部である。アクセントをØ違ったところに¼いたり、¤略したりしたとしても、f音や�音をØ違+たと/ほ

どには½/取りにくくはならない。しかしアクセントをÎÅ、つまりアクセントを本�あるべ/音±ではないと

ころに¼いたりしたら、½/rは�解するのが難しくなるし、あなたのWな¯ÍにQoするだろう。 

 

 ­いてBlochは平板qアクセントとÄ>qアクセントの尾Ü_のFI方§に言及している。Yamagiwaは 1|語

の場合のみ、文中で¯音されるとÙx語との0/.の違いがPかると述べていたが、Bloch は 1 |語にとどまら

ず 2|以上の語においても平板qアクセントとÄ>qアクセントの尾Ü_に言及した。池田（2023）で述べたと

おり、Bloch の初期のアクセント研究では、7者の�UがÜ�に多く見られた。SJ を執筆する�Ñにおいては7

の違いがZ全に明らかになったことがうかが+る。 

 

�4-4) 

  �hen an accen� �alls on �he las� s�llable o� a word and �here happens �o be no o�her word a��er i� 

in �he same phrase, �he accen� is �s�all� ina�dible, since �here is no chance �or �he drop in pi�ch 

�ha� iden�i�ies �he accen�ed s�llable. �or �his reason, a word wi�h accen� on �he las� s�llable, when 

prono�nced b� i�sel�, so�nds j�s� like a word wi�ho�� an� accen�. 
o �es� whe�her s�ch a word has an 

accen� or no�, all �o� ha�e �o do is p�� a par�icle or some o�her word a��er i�. 
� �here is an accen� 

on �he las� s�llable o� �he word, �o� will hear a drop in pi�ch �rom �ha� s�llable �o �he �ollowing 

par�icle; i� �here is no accen�, �he las� s�llable o� �he word and �he par�icle will be spoken on �he 

same pi�ch. 

�Bloch � Jorden, 1945, p. 124) 

 

（~¾）語の�後の|でアクセントが下がるけれども、¤に­く語がない場合、アクセントが下がる.0ン%が

ないため、�É、アクセントが½こ+なくなる。この��によって、語がP�で¯音されると、�後の|にアク

セントがある語もアクセントがない語とU�ように½こ+る。アクセントがあるかないかを©かめるために、助

¿または他の語を7の語の£後に¼いてみる。�後の|にアクセントあると/、¤に­く助¿の0/.が下がる。

アクセントがなければ、�後の|と¤の助¿はU�0/.で¯音される。 

 

 Bloch はこのように語の文中でのvる¿いから平板qアクセントとÄ>qアクセント尾Ü_のNIがで/るこ

とを述べた。これは Yamagiwa�1942)には見られなかったものである。7れにとどまらず、後­する助¿によっ

てアクセントの現れ方がWPるという、日本語Í者でさ+なかなか�が付/にくいことにまで言及している。 

 

�4-5) 
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  Cer�ain no�ns lose �heir accen� be�ore �he par�icle no. Compare �ih�n wi�h �ihon no h�ne, or ma�� 

wi�h ma�i no koob�. 
he par�icle k�ra, m�de, k�redomo ha�e an accen�, b�� �his appears onl� when �he 

preceding word has no accen� o� i�s own: Beikok� m�de, b�� �ih�n made. 

�Bloch � Jorden, 1945, pp. 12�-127) 

 

（~¾）あるz¿は助¿$の%の前でアクセントをYう。$日本%と$日本のÀ%、$町%と$町のd場%を¥

べてみよう。また助¿$から%$まで%$けれども%はアクセントをsっているが、アクセントがない語に後­

した場合にだけアクセントが現れる。つまり$²国まで%$日本まで%では$²国まで%の時だけアクセントが

現れる。 

 ¤に、Bloch は日本語アクセントの規則を述べている。このことは�3-3)、�3-4)でh用したとおり

Yamagiwa�1942)でも述べられている。 

 

�4-�) 

  �

	
� A �	�D, A�� SY��AB��S 
	A
 C	�� B��	�� 
	� ACC��
, �

�C
 
	� �
�S
, A�� S
	��� 	� 
	� SA�� 

	
�	 
	�� AS 
	� ACC��
�D SY��AB�� 

S���. As a res�l� o� �his, when �he accen� �alls on �he �hird or 

an� la�er s�llable o� a word, �he high pi�ch begins wi�h �he second s�llable and las�s wi�ho�� 

in�err�p�ion �hro�gh �he accen�ed s�llable. 
� �he accen� is on �he 3rd s�llable, �he 2nd and 3rd are 

bo�h high; i� i� is on �he 4�h, �hen �he 2nd, 3rd, and 4�h are high. 
he �
�S
 s�llable in s�ch a 

word, and all �he s�llables A�
�� �he accen�, are low. 

�Bloch � Jorden, 1945, p. 125) 

 

（~¾）語の中で、�初の|をÙいて、アクセントの前に�る全ての|は、アクセントのある|とU�Üい0/

.で¯音される。7の¹果、アクセントが 3|²または7れより後の|で下がる時、Üい0/.は 2|²から始

まり、中~なくアクセントのある|まで­く。つまりアクセントが 3 |²にあるなら、2 |²と 3 |²がÜい0

/.になる。アクセントが4|²にあるなら、2|²、3|²、4|²がÜい0/.になる。�初の|と、アクセ

ントより後の|は@い0/.になる。 

 

 Bloch はこのアクセントの規則を¤にh用するようにRqJしたところが�W¾|¨い。このRは日本語アク

セントをÅ覚±に表していて、学習者にとってÜ�にPかりやすいものであっただろう。 

 

�4-7) 

  
he �ollowing �able will help �o� �o �is�ali�e �his principle. 
n �he �able, �he le��er o is �sed 

�o represen� a s�llable -an� s�llable. A small o s�ands �or a s�llable spoken on a low pi�ch; a 

capi�al 	 s�ands �or a s�llable spoken on a high pi�ch; a capi�al 	 wi�h an accen� mark o�er i� ��) 

s�ands �or �he accen�ed s�llable o� a word. 
h�s, �he �orm�la o	�oo s�ands �or an� �i�e-s�llable word 

wi�h an accen� on �he �hird s�llable ��or ins�ance arim�si�a)  
�Bloch � Jorden, 1945, p. 125) 

 

（~¾）¤のRはこの原則をÅ覚Jしたものである。Rで文字 o は|を表すものとして使Pれている。小文字 o

は@い0/.、�文字 	 はÜい0/.で¯音される。アクセントのある|は � と表してある。従って、o	�oo は

5|の語で、3|²にアクセントがある語を示している。（例+ば$ありました%）。 
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R 1. Bloch の日本語のアクセント規則 �Bloch � Jorden, 1945, p. 12�) 

 

�後に Bloch は、日本語のアクセントはT本±には7れ�れの語自Bがsっているものだが、時に文中でアク

セントをYったり、Ðにアクセントを得る場合があるという指摘をしていることは�W¾|¨い。アクセントを

Yう場合の例として$ます%$です%という�声JがÄ/る|をN�語をuげ、7れ�れ例文をy示している。 

 

�4-
) 

  Some o�her words, howe�er, lose �heir accen� �nder cer�ain condi�ions in �he sen�ence. 
he mos� 

impor�an� o� �hese are �erbs ending in -m�s�, and �he cop�la d�s�. �hen a �erb like arim�s� s�ands a� 

�he end o� a sen�ence, �he �inal � is normall� no� prono�nced, and no s�llable heard a��er �he accen�. 

As alread� men�ioned, an accen� is a�dible onl� i� �here is a �ollowing s�llable �o ��rnish a con�ras�. 

Compare �he �ollowing sen�ences: �a)
��e go� book. 	�n ga arimas�. �b)	a�e �o� go� a book� 	�n ga 

arim�s� ka� �c)
��e go� a book, b�� no maga�ine. 	�n wa arim�s� ga, �assi wa arimas�n. 
he �orm 

arimas� in sen�ence �a) has no accen�. Arim�s� in sen�ence �b) keeps i�s accen� beca�se �he �ollowing 

par�icle ka pro�ides a con�ras�ing low-pi�ched s�llable. Arim�s� in sen�ence �c) keeps i�s accen� 

beca�se here �he �inal � o� �his word is ��ll� prono�nced. 

�Bloch � Jorden, 1945, p. 12�) 

 

（~¾）文の中ではある��下でアクセントをYう語がある。7のう:�も�事なのは$ます%で·PるI¿と

»辞の$です%である。$あります%のようなI¿が文の�後に�ると/、�後の �はÉ�¯音されないので、

アクセントの後、|が½こ+ない。�に述べたように、アクセントは後­する|がm¥を6+ると/のみ½こ+

る。¤の文を¥べてみよう。�a)本があります�b)本がありますか（c）本はありますが、ÚÈはありま�ん。�a)

の$あります%はアクセントをsたない。�b)は後­助¿$か%が@い0/.の|とのm¥をもたらすので、ア

クセントがmたれる。�C)は、�後の �がはっ/り¯音されるため、アクセントがmたれる。 

 

 また、文中でÐにアクセントを得る場合として、指示¿、助¿$の%、I¿jをuげている。 

 

�4-9) 

  �ess commonl�, a word �ha� has no accen� o� i�s own ge�s one in combina�ion wi�h cer�ain o�her 

words. 
he pre-no�ns kono, sono, ano �s�all� ha�e no accen�; b�� be�ore �he no�n hi�o, �he� o��en 

ac��ire one: an� hi�o, e�c.
he par�icle no ac��ires an accen� in �he combina�ion wa�ak�si n� des�. 

Be�ore cer�ain par�icles, �erb �orms �ha� are normall� wi�ho�� accen� ge� an accen� on �he las� 

s�llable: i��e �going�, b�� i��� kara �a��er going�.
n �he spelling o� �he Basic Sen�ences, accen�s 

are marked onl� i� �he� are presen� in �he par�ic�lar combina�ion shown. Don�� be dis��rbed i� �o� 
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see �he same word spelled some�imes wi�h an accen�, some�imes wi�ho�� one; �he e�plana�ion is �ha� 

�he word is prono�nced in bo�h wa�s, depending on �he combina�ion in which i� appears. 

�Bloch � Jorden, 1945, p. 127) 

 

（~¾）7んなに多くはないが、他の語と¹合することで、新たにアクセントを得る場合がある。指示¿の$こ

の%$7の%$あの%はÉ�アクセントをsたない。しかしz¿$人%の前ではアクセントが現れる。また助¿

$の%は$ªのです%のような場合、アクセントをsつ。ある助¿の前で、É�アクセントをsたないI¿jが

アクセントをsつこともある。$行ってから%は$て%にアクセントを新たに得る。この教科書では、文中の�

�下でアクセントがある場合にのみ記Mを付けている。U�語であるのに、ある時はアクセントがあり、ある時

はアクセントがなくても�8しないでほしい。語が¹合することで、7の語は 2Éりに¯音されるのだ。 

 

 以上が Bloch が日本語学習者に向けて行った日本語アクセントの説明である。Bloch がいかに日本語の音声と

¥Gに向/合い、分�を行ったかが9Pってくる。とりPけ文中でのアクセントのvる¿いをÔく観察し、分� 

の¹果を学習者にy?しているのは、研究と教育が一ËしていることをÇ明している。ただ初級の学習者にここ

まで¶かい説明が�Çであるかどうかは一考の=地があるだろう。これをÉんだ日本語学習者は、日本語アクセ

ントがあまりに規則nがなくÃÚだと感�、日本語習得7のものを~mしたくなってしまPないだろうか Bloch

は�論を全て4\に説明した上で、�·±には�
mi�a�e �o�r ��ide in e�er��hing he sa�s, accen�s and all�

（Bloch � Jorden, 1945, p. 127）（~¾ßアクセントをNめ全てにおいて日本語"イド �が言ったことを¥;

しなさい）と述べている。説明を^くした上で、アクセントの実qを知ることを日本語"イドのrに委�たのは

科学±なqgであると言+るだろう。いずれに�よ、戦時中のアメリカで日´人イン,!ーマントだけを相rに、

日本語�語Í者の筆者でさ+�Éは�がつかないような¶かい分�を行った Bloch は、アメリカ9ºの-ラグマ

) &ムに}+られた�論実Í[であったのだろう。 

 

�. ��め 

 

 以上、考察して/たように、日本語教育という観点から見て、日本語学習者に向けて日本語アクセントの説明

が行Pれたのは、Yamagiwa（1942）が�初であった。しかし Yamagiwa（1942）のアクセントの説明は語3.2

にとどまっていたと言+る。これを語から語が文中で現れた場合のvる¿いにまで¨めた説明を行ったのが

Bloch である。SJ での実Íは、C著者である �. 	. Jorden にh/ºがれ、Beginning Japanese を¸て、

Japanese: 
he Spoken �ang�age によって集�成される。7の追Ì調査を今後のÊ題としたい。 

 

1	
1. Blochがアクセントを¢@したとされる �ose-
nnesの語i集の¯ 2�では、明らかにアクセント表記が な

っているものが 347Aもあったことは池田（2023）で述べた。�Wな苦Hが:Pれる。 

2. 現在では¢©語よりCÉ語とOばれることが多い。 

3. この教科書は日本語�語Í者を"イドとOび、"イドの¯音を¥;することが前yとなっている。"イドが

見つからない場合にB+て、付a3#ードが>られたことは池田�201�)で述べたとおりである。 

 

+3-2 

池田菜採f. �201�). $バーナード`ブロ/クの Spoken Japanese 付a3#ードに関する研究%&日本研究',52, 

pp.101-135. 
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